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歌
うた

を通
とお

して学
まな

ぶ“日
に

本
ほん

語
ご

・日
に

本
ほん

文
ぶん

化
か

”

『歌
うた

から学
まな

ぶ日
に

本
ほん

語
ご

』

▽名
めい

曲
きょく

21曲
きょく

を日
に

本
ほん

語
ご

学
がく

習
しゅう

教
きょう

材
ざい

に

　日
に

本
ほん

語
ご

学
がく

習
しゅう

や日
に

本
ほん

文
ぶん

化
か

理
り

解
かい

のために日
に

本
ほん

の歌
うた

を知
し

りたいという学
がく

習
しゅう

者
しゃ

からの要
よう

望
ぼう

は日
に

本
ほん

国
こく

内
ない

外
がい

を問
と

わず以
い

前
ぜん

からありました。そんな声
こえ

に応
こた

えるために作
つく

られたのが本
ほん

書
しょ

です。

　本
ほん

書
しょ

には、日
に

本
ほん

語
ご

学
がく

習
しゅう

や日
に

本
ほん

文
ぶん

化
か

理
り

解
かい

に適
てき

当
とう

と思
おも

われる、1920 年
ねん

から 1995 年
ねん

までにヒット

した 21 曲
きょく

が収
しゅう

録
ろく

されています。どれも世
せ

代
だい

を

超
こ

えて聞
き

かれている有
ゆう

名
めい

な曲
きょく

ばかりですので、

古
ふる

い曲
きょく

でも「この曲
きょく

、聞
き

いたことがある」とい

うものがあるかもしれません。

　各
かく

課
か

は、曲
きょく

によって異
こと

なりますが、歌
か

詞
し

を

中
ちゅう

心
しん

に、「文
ぶん

法
ぽう

解
かい

説
せつ

・聴
ちょう

解
かい

」「読
どっ

解
かい

」「文
ぶん

法
ぽう

」「作
さく

文
ぶん

」のいずれかを含
ふく

んだ問
もん

題
だい

、歌
うた

がヒットした

時
じ

代
だい

の背
はい

景
けい

説
せつ

明
めい

で構
こう

成
せい

されています。CD も付
つ

いていますから、CD プレーヤーが

あれば海
かい

外
がい

でも日
に

本
ほん

語
ご

の歌
うた

を聞
き

くこ

とができます。

▽さまざまな使
つか

い方
かた

が

　可
か

能
のう

　本
ほん

書
しょ

は特
とく

に学
がく

習
しゅう

者
しゃ

のレベル設
せっ

定
てい

が

されていません。漢
かん

字
じ

が苦
にが

手
て

な人
ひと

の

ためには読
よ

みがな、自
じ

習
しゅう

する人
ひと

のた

めには巻
かん

末
まつ

に問
もん

題
だい

の解
かい

答
とう

がついてい

ます。使
つか

い方
かた

もさまざま考
かんが

えられま

すが、勉
べん

強
きょう

の方
ほう

法
ほう

としては次
つぎ

のよう

なやり方
かた

が紹
しょう

介
かい

されています。

　①わかるまで繰
くり

り返
かえ

し CD を聞
き

く→②わから

ない言
こと

葉
ば

を辞
じ

書
しょ

で調
しら

べる→③解
かい

説
せつ

を読
よ

んで確
たし

か

める→④問
もん

題
だい

で力
ちから

試
だめ

しをする→⑤「読
よ

んでみま

しょう」で歌
うた

の背
はい

景
けい

を理
り

解
かい

する→⑥もう一
いち

度
ど

聞
き

く。できれば一
いっ

緒
しょ

に歌
うた

って覚
おぼ

える。

　初
しょ

級
きゅう

レベルの人
ひと

には「学
がく

習
しゅう

のポイントと歌
うた

の

簡
かん

単
たん

な説
せつ

明
めい

」「解
かい

説
せつ

」「読
よ

んでみましょう」を自
じ

習
しゅう

で理
り

解
かい

するのは難
むずか

しいかもしれません。そん

な人
ひと

は歌
うた

の意
い

味
み

を理
り

解
かい

し、文
ぶん

法
ぽう

を確
かく

認
にん

するだけ

でもいいでしょう。教
きょう

師
し

が授
じゅ

業
ぎょう

の中
なか

で利
り

用
よう

する

のであれば、目
もく

次
じ

に、

曲
きょく

名
めい

といっしょに文
ぶん

法
ぽう

文
ぶん

型
けい

リストがあるの

で、新
あたら

しい文
ぶん

型
けい

を学
がく

習
しゅう

した後
あと

、まとめとして

その文
ぶん

型
けい

を含
ふく

む曲
きょく

を取
と

り上
あ

げることもできま

す。歌
うた

を歌
うた

うだけでも

いいでしょうし、歌
うた

を

聞
き

いて歌
か

詞
し

の一
いち

部
ぶ

を書
か

き取
と

ったり、歌
か

詞
し

から

読
よ

み取
と

れるイメージを

話
はな

し合
あ

ったり、替
か

え歌
うた

を作
つく

ったり、自
じ

由
ゆう

に作
さく

文
ぶん

を書
か

いたりと、

学
がく

習
しゅう

者
しゃ

のレベルに

応
おう

じてさまざまな

使
つか

い方
かた

ができます。

収
しゅう

録
ろく

曲
きょく

「むすんで

ひらいて」「お寺
てら

のおしょうさん」

には「教
おし

える方
かた

へ」

という欄
らん

もあり、教
きょう

室
しつ

活
かつ

動
どう

に大
おお

いに参
さん

考
こう

になり

ます。
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　「日
に

本
ほん

語
ご

の教
きょう

材
ざい

や図
と

書
しょ

に関
かん

する新
あたら

しい情
じょう

報
ほう

がほしい」という海
かい

外
がい

の先
せん

生
せい

方
がた

の声
こえ

をよく

聞
き

きます。このコーナーでは、最
さい

近
きん

出
しゅっ

版
ぱん

された日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

材
ざい

や参
さん

考
こう

書
しょ

を中
ちゅう

心
しん

に紹
しょう

介
かい

してい

きます。誌
し

面
めん

の制
せい

約
やく

上
じょう

、一
いっ

回
かい

に多
おお

くの本
ほん

を紹
しょう

介
かい

できませんが、「海
かい

外
がい

の先
せん

生
せい

にとって使
つか

いやすい教
きょう

材
ざい

」「授
じゅ

業
ぎょう

や研
けん

究
きゅう

の役
やく

に立
た

つ本
ほん

」、また、「知
し

っていると便
べん

利
り

な図
と

書
しょ

・資
し

料
りょう

」

などを取
と

り上
あ

げます。

－新
しん

刊
かん

教
きょう

材
ざい

・図
と

書
しょ

紹
しょう

介
かい

－
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　初
しょ

級
きゅう

の学
がく

習
しゅう

者
しゃ

にとって、勉
べん

強
きょう

を始
はじ

めて半
はん

年
とし

く

らいは、新
あた

しい語
ご

彙
い

と文
ぶん

法
ぽう

の洪
こう

水
ずい

の中
なか

でおぼれ

そうになりながら、なんとか進
すす

んでいるという

状
じょう

態
たい

かもしれません。また、初
しょ

級
きゅう

の教
きょう

科
か

書
しょ

を修
しゅう

了
りょう

した段
だん

階
かい

でも、課
か

ごとに語
ご

彙
い

や文
ぶん

法
ぽう

を理
り

解
かい

で

きていても、実
じっ

際
さい

の場
ば

面
めん

や文
ぶん

脈
みゃく

に合
あ

わせて、そ

れらを総
そう

合
ごう

的
てき

に組
く

み合
あ

わせて使
し

用
よう

するのは難
むずか

し

いと思
おも

っている学
がく

習
しゅう

者
しゃ

も多
おお

いでしょう。

　この本
ほん

は、そのような学
がく

習
しゅう

者
しゃ

が、語
ご

彙
い

を一
ひと

つ

一
ひと

つ丸
まる

暗
あん

記
き

するのではなく、その語
ご

彙
い

がどのよ

うな分
ぶん

野
や

の語
ご

で、どのような場
ば

面
めん

や文
ぶん

脈
みゃく

で使
つか

わ

れる語
ご

なのかということを整
せい

理
り

しながら復
ふく

習
しゅう

で

きる練
れん

習
しゅう

帳
ちょう

です。そして、その語
ご

彙
い

が漢
かん

字
じ

で書
か

かれる語
ご

彙
い

の場
ば

合
あい

は、漢
かん

字
じ

表
ひょう

記
き

も合
あ

わせて学
まな

べ

るようになっています。また、練
れん

習
しゅう

問
もん

題
だい

は、単
たん

にイラストを見
み

てそれに対
たい

応
おう

する語
ご

彙
い

を書
か

き込
こ

むという形
けい

式
しき

だけでなく、会
かい

話
わ

文
ぶん

や読
どっ

解
かい

文
ぶん

の中
なか

でその語
ご

彙
い

の使
つか

い方
かた

を確
かく

認
にん

できるような工
く

夫
ふう

も

あり、実
じっ

際
さい

の場
ば

面
めん

でその語
ご

彙
い

を使
つか

いこなせるこ

とを目
め

指
ざ

しています。巻
かん

末
まつ

の索
さく

引
いん

も充
じゅう

実
じつ

してい

て、練
れん

習
しゅう

問
もん

題
だい

が終
お

わっても近
ちか

くに置
お

いておきた

い一
いっ

冊
さつ

といえます。

　全
ぜん

体
たい

は、33 のユニットで構
こう

成
せい

されています。

前
ぜん

半
はん

のユニットには、漢
かん

字
じ

の基
き

本
ほん

的
てき

知
ち

識
しき

や動
どう

詞
し

、形
けい

容
よう

詞
し

の復
ふく

習
しゅう

などもありますが、ほとん

どのユニットは学
がく

習
しゅう

者
しゃ

の日
にち

常
じょう

生
せい

活
かつ

場
ば

面
めん

にもとづ

いています。駅
えき

・電
でん

車
しゃ

、銀
ぎん

行
こう

・郵
ゆう

便
びん

局
きょく

、病
びょう

院
いん

と

いったユニットもあり、日
に

本
ほん

で生
せい

活
かつ

する学
がく

習
しゅう

者
しゃ

にとって便
べん

利
り

です。また、「漢
かん

字
じ

や語
ご

彙
い

の授
じゅ

業
ぎょう

はどうしたら……」と悩
なや

んでいる教
きょう

師
し

にとって

も、漢
かん

字
じ

・語
ご

彙
い

の導
どう

入
にゅう

や練
れん

習
しゅう

のアイディアとし

てこの本
ほん

を大
おお

いに利
り

用
よう

できます。
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 m別
べっ

冊
さつ

解
かい

答
とう

付
つ

き

　「わけ」を使
つか

った表
ひょう

現
げん

、たとえば、「わけがな

い」「わけにはいかない」「わけではない」は形
かたち

はよく似
に

ていますが、意
い

味
み

や使
つか

い方
かた

はずいぶん

違
ちが

います。このような形
けい

式
しき

名
めい

詞
し

を問
もん

題
だい

集
しゅう

や文
ぶん

法
ぽう

説
せつ

明
めい

を読
よ

んで身
み

に付
つ

けるのは学
がく

習
しゅう

者
しゃ

にとってた

いへん難
むずか

しいことです。

　本
ほん

書
しょ

は、読
どく

者
しゃ

が日
に

本
ほん

へ来
き

た留
りゅう

学
がく

生
せい

の大
だい

学
がく

生
せい

活
かつ

を疑
ぎ

似
じ

体
たい

験
けん

しながら、主
おも

に会
かい

話
わ

の中
なか

で形
けい

式
しき

名
めい

詞
し

が学
まな

べるように構
こう

成
せい

されています。配
はい

列
れつ

は、大
だい

学
がく

入
にゅう

学
がく

後
ご

の時
じ

間
かん

の流
なが

れに沿
そ

っています。トピッ

クは「新
しん

学
がっ

期
き

」「サークル」「授
じゅ

業
ぎょう

」「文
ぶん

化
か

祭
さい

」

などで、各
かく

トピックには会
かい

話
わ

が４つずつあり、

それぞれの会
かい

話
わ

には形
けい

式
しき

名
めい

詞
し

を使
つか

った表
ひょう

現
げん

が

２つずつ出
で

てきます。取
と

り上
あ

げられている形
けい

式
しき

名
めい

詞
し

は「こと、もの、はず、ところ、だけ、ば

かり、よう、わけ」の８つで、これらを使
つか

った

128 の表
ひょう

現
げん

と意
い

味
み

が学
まな

べるように工
く

夫
ふう

されて

います。

　「試
し

験
けん

・レポート」

というトピックを例
れい

に

あげると、この中
なか

に、

課
か

題
だい

を出
だ

す教
きょう

授
じゅ

のセリ

フとそれを聞
き

いた学
がく

生
せい

同
どう

士
し

の会
かい

話
わ

、レポートに

関
かん

する掲
けい

示
じ

板
ばん

の掲
けい

示
じ

文
ぶん

、学
がく

生
せい

同
どう

士
し

の電
でん

話
わ

での相
そう

談
だん

、成
せい

績
せき

を受
う

け取
と

ったときの学
がく

生
せい

同
どう

士
し

の会
かい

話
わ

が

あります。

　本
ほん

書
しょ

では日
に

本
ほん

の大
だい

学
がく

生
せい

活
かつ

でコミュニケーショ

ンの手
しゅ

段
だん

となっているものとして、掲
けい

示
じ

板
ばん

やＥ

メールの文
ぶん

面
めん

も出
で

てきます。講
こう

義
ぎ

のことば、友
とも

達
だち

ことばなど文
ぶん

体
たい

もさまざまです。場
ば

面
めん

と文
ぶん

脈
みゃく

があるので、単
たん

文
ぶん

の例
れい

文
ぶん

よりも使
つか

い方
かた

が覚
おぼ

えや

すいでしょう。また、英
えい

語
ご

、中
ちゅう

国
ごく

語
ご

、韓
かん

国
こく

語
ご

の

翻
ほん

訳
やく

は多
おお

くの学
がく

習
しゅう

者
しゃ

にとって意
い

味
み

をつかむのに

役
やく

に立
た

ちます。
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場
ば

面
めん

の会
かい

話
わ

を通
とお

して学
まな

べる形
けい

式
しき

名
めい

詞
し

『会
かい

話
わ

で覚
おぼ

える形
けい

式
しき

名
めい

詞
し

』

新
しん

刊
かん

教
きょう

材
ざい

・図
と

書
しょ

紹
しょう

介
かい

P. 64

P. 67
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　本
ほん

書
しょ

は今
こ

年
とし

新
あたら

しく始
はじ

まった留
りゅう

学
がく

生
せい

のための

「日
に

本
ほん

留
りゅう

学
がく

試
し

験
けん

」の傾
けい

向
こう

と対
たい

策
さく

を考
かんが

えた問
もん

題
だい

集
しゅう

です。

　内
ない

容
よう

は「聴
ちょう

解
かい

」「聴
ちょう

読
どっ

解
かい

」「読
どっ

解
かい

」「記
き

述
じゅつ

」か

らなっています。これまでの日
に

本
ほん

語
ご

能
のう

力
りょく

試
し

験
けん

が

「文
も

字
じ

・語
ご

彙
い

、聴
ちょう

解
かい

、読
どっ

解
かい

・文
ぶん

法
ぽう

」という構
こう

成
せい

でしたので、異
こと

なる点
てん

は「聴
ちょう

読
どっ

解
かい

」と「記
き

述
じゅつ

」

の２点
てん

になります。

　「聴
ちょう

読
どっ

解
かい

」はテープの音
おん

声
せい

と視
し

覚
かく

を組
く

み合
あ

わ

せた問
もん

題
だい

です。文
も

字
じ

・図
ず

表
ひょう

・グラフ・ポスター

などで表
あら

わされたものを見
み

ながらテープを聞
き

い

て答
こた

えるものです。

　もう一
いっ

点
てん

は「記
き

述
じゅつ

」です。この問
もん

題
だい

は与
あた

えら

れた課
か

題
だい

・情
じょう

報
ほう

をもとに決
き

められた字
じ

数
すう

内
ない

（400

字
じ

）で制
せい

限
げん

時
じ

間
かん

内
ない

に書
か

く筆
ひっ

記
き

試
し

験
けん

です。具
ぐ

体
たい

例
れい

として「禁
きん

煙
えん

の規
き

制
せい

」「外
がい

国
こく

語
ご

学
がく

習
しゅう

の早
そう

期
き

開
かい

始
し

」

の二
ふた

つがとりあげられ、解
かい

答
とう

例
れい

もあるので、今
こん

後
ご

の対
たい

策
さく

に役
やく

立
だ

つでしょう。

　どの問
もん

題
だい

についても日
に

本
ほん

の大
だい

学
がく

のキャンパス

で使
つか

われる用
よう

語
ご

、試
し

験
けん

に出
しゅつ

題
だい

されそうな語
ご

彙
い

が

使
つか

われています。また「聴
ちょう

解
かい

」「聴
ちょう

読
どっ

解
かい

」につ

いてはＣＤもついています。さらに１ページ１

題
だい

で出
しゅつ

題
だい

され

ているので使
つか

いやすい構
こう

成
せい

となっていま

す。問
もん

題
だい

のペ

ージは漢
かん

字
じ

に

ふりがながつ

いていません

が、解
かい

答
とう

のペ

ージはふりが

ながついてい

ます。問
もん

題
だい

の

レベルによっ

ては学
がく

習
しゅう

者
しゃ

が

解
かい

答
とう

のページ

を見
み

ながら、問
もん

題
だい

を解
と

く

こともできます。

　全
ぜん

体
たい

として問
もん

題
だい

数
すう

は少
すく

ないですが、新
あたら

しい試
し

験
けん

に対
たい

応
おう

するいくつかのパ

ターンを示
しめ

したことで現
げん

場
ば

の教
きょう

師
し

や留
りゅう

学
がく

を目
め

指
ざ

している学
がく

習
しゅう

者
しゃ

には力
ちから

強
づよ

い味
み

方
かた

になるでしょう。

●データ●

　日
に

本
ほん

語
ご

学
がく

習
しゅう

の目
もく

的
てき

は？と聞
き

かれたら、多
おお

くの

人
ひと

が日
に

本
ほん

語
ご

でコミュニケーションしたいから、

と答
こた

えるのではないでしょうか。

　本
ほん

書
しょ

はもともとは日
に

本
ほん

人
じん

の子
こ

ども向
む

けに書
か

か

れた本
ほん

です。コミュニケーションがうまく行
い

か

ない例
れい

を見
み

ながら、どこに問
もん

題
だい

があるか、考
かんが

え

て行
い

きます。イラストやフローチャートを使
つか

っ

て具
ぐ

体
たい

的
てき

に会
かい

話
わ

のプロセスを説
せつ

明
めい

していますの

で、日
に

本
ほん

語
ご

学
がく

習
しゅう

者
しゃ

や教
きょう

師
し

にもコミュニケーショ

ンについて多
おお

くを教
おし

えてくれるでしょう。

　全
ぜん

体
たい

は基
き

礎
そ

編
へん

、実
じっ

践
せん

編
へん

、応
おう

用
よう

編
へん

に分
わ

かれてい

ます。基
き

礎
そ

編
へん

では「主
しゅ

語
ご

をはっきりと」「５Ｗ

１Ｈをはっきりと」など、細
こま

かいけれども重
じゅう

要
よう

な部
ぶ

分
ぶん

を集
あつ

めています。

　実
じっ

践
せん

編
へん

では「理
り

由
ゆう

を説
せつ

明
めい

する」「順
じゅん

序
じょ

だてて

言
い

う」「事
じ

実
じつ

と意
い

見
けん

を分
わ

ける」「賛
さん

成
せい

反
はん

対
たい

」など

の言
げん

語
ご

行
こう

動
どう

を扱
あつか

っています。たとえば「賛
さん

成
せい

反
はん

対
たい

」では「意
い

見
けん

の根
こん

拠
きょ

を述
の

べる」「自
じ

分
ぶん

の意
い

見
けん

と反
はん

対
たい

の意
い

見
けん

になってみる」「『たしかに…でも』

を使
つか

って相
あい

手
て

の意
い

見
けん

を受
う

け入
い

れる」などの技
ぎ

術
じゅつ

やそれに伴
ともな

う表
ひょう

現
げん

を紹
しょう

介
かい

しています。

　さらに応
おう

用
よう

編
へん

では「伝
でん

言
ごん

を受
う

ける、する」「ス

ピーチをする」「インタビューをする、受
う

ける」

「描
びょう

写
しゃ

する」「報
ほう

告
こく

する」

「認
にん

知
ち

する」などのまと

まった言
げん

語
ご

行
こう

動
どう

をする際
さい

に必
ひつ

要
よう

な技
ぎ

術
じゅつ

を考
かんが

えます。

たとえば「伝
でん

言
ごん

を受
う

ける」

の項
こう

では、伝
でん

言
ごん

を受
う

ける

際
さい

のやりとりや表
ひょう

現
げん

が紹
しょう

介
かい

され、伝
でん

言
ごん

を整
せい

理
り

して

メモを取
と

ることを学
まな

びま

す。この他
ほか

にも様
さま

々
ざま

な具
ぐ

体
たい

例
れい

が紹
しょう

介
かい

され

ており、お互
たが

い

の気
き

持
も

ちを伝
つた

え

合
あ

うにはどのよ

うな技
ぎ

術
じゅつ

が必
ひつ

要
よう

か、それにはど

のような日
に

本
ほん

語
ご

表
ひょう

現
げん

が伴
ともな

うのかを、知
し

ることが

できるでしょう。

　コミュニケーション技
ぎ

術
じゅつ

がぎっしり詰
つ

まった

一
いっ

冊
さつ

ですので、ニーズに合
あ

わせて必
ひつ

要
よう

な部
ぶ

分
ぶん

を

選
えら

んで使
つか

うといいでしょう。
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新
あたら

しい「日
に

本
ほん

留
りゅう

学
がく

試
し

験
けん

」対
たい

策
さく

への手
て

がかりとなる問
もん

題
だい

集
しゅう

『日
に

本
ほん

留
りゅう

学
がく

試
し

験
けん

　標
ひょう

準
じゅん

問
もん

題
だい

集
しゅう

』

イラストやフローチャートでコミュニケーションのための日
に

本
ほん

語
ご

を学
まな

ぶ

『イラスト版
ばん

ロジカル・コミュニケーション　子
こ

どもとマスターする50の考
かんが

える技
ぎ

術
じゅつ

・話
はな

す技
ぎ

術
じゅつ

』

P.69

新
しん

刊
かん

教
きょう

材
ざい

・図
と

書
しょ

紹
しょう

介
かい

P.103 P. 105

P.18 ～ 20 は以
い

下
か

の日
に

本
ほん

語
ご

国
こく

際
さい

センター専
せん

任
にん

講
こう

師
し

が図
と

書
しょ

を選
えら

び、分
ぶん

担
たん

して紹
しょう

介
かい

文
ぶん

を執
しっ

筆
ぴつ

しました。

押
おし

尾
お

和
かず

美
み

、島
しま

田
だ

徳
のり

子
こ

、木
き

山
やま

登
と

茂
も

子
こ

、雄
おお

谷
や

進
すすむ

、大
おお

隅
すみ

敦
あつ

子
こ

（執
しっ

筆
ぴつ

順
じゅん

）




